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　浮上式鉄道に代表される高速鉄道車両で，30Hz前後
の高周波振動が生じており，従来の乗り心地評価法では，
体感乗り心地と合致しないという問題が生じている。ま
た，このような車両では，「振動感」や「圧迫感」を与え
る低周波音（10～100Hz）も生じやすく，高周波振動を
伴う高速鉄道の乗り心地を評価する場合は，音を含めた
複合的な評価が今後必要である。そこで我々は，基礎検
討として，車内音に含まれる低周波成分が車内環境評価
に及ぼす影響を調べる実験を，無響室および車内快適性
シミュレータを用いて行った。その結果，低周波成分を
含む車内音の方が含まない車内音より「振動感」などを
やや強く感じる傾向があった。また，実際の振動や映像
（車窓風景）を付加した実験でも，振動と映像がある条
件で，振動感や乗り心地などの評価項目において，低周
波成分が含まれているほうが，わずかではあるが，厳し
い評価となった。この研究は国庫補助を受けて実施した。

（鉄道総研報告，2007年9月）

図　「振動感」を感じましたか
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低周波成分を含む走行音と，同じ走行音から低周波成分をカットした
走行音に対する評価点の分布を示す。低周波成分を含む音のほうが，
やや振動感を感じやすかったことがわかる。なお，この結果は，これらの
音を，「車内音」として評価した場合の結果であり，同じ音を，「環境音
（居間など）」として評価した場合は，あまり差はみられなかった。


